
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 自治会加入で安心生活
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ト
ビ

ツ
ク
ス時

折
雨
の
中
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
「法
の
郷
い
き
い
き
ま
つ
り
２
０
２
５
」

～

交
通
安
全
対
策
と
文
化
の
里
づ
く
り
を
目
指
し
て

～

１。
月
２５

・
２６
日
、天
候
が
不
順
な
中
「生
活
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
交
通
安
全
対
策

と
文
化
の
里
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、法
の
郷
い
き
い
き
ま
つ
り
２
０
２
５
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
も
地
域
内
外
か
ら
千
数
百
名
の
ご

来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
、時
折
降
る
小
雨
の
影
響
に
よ
り
、出

演
者
や
運
営
ス
タ
ツ
フ
の
ほ
か
、駐
車
場
と
し

て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
小
学
校
運
動

場
、
周
辺
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

′を
お
か
け
し
ま
し
た
。
紙
面
を
通
じ
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
つ
り
は
地
域
の
老
若
男
女
が

一
堂
に
会

し
、文
化
の
発
展
と
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち

合
う
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、未
来
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
バ
イ
パ
ス
道
路
と
幹
線
市
道
の
工

事
に
伴
う
地
域
環
境
の
変
化
を
テ
ー
マ
と
し

ま
し
た
。
開
通
後
の
安
全
確
保
を
目
的
に
標

語
を
募
集
し
、
列
点
の
応
募
の
中
か
ら
島
田

の
古
竹
悦
代
さ
ん
の
作
品
を
選
定
。横
断
幕
を

制
作
し
て
披
露
し
ま
し
た
。国
道
側
セ
ン
ダ
ー

フ
エ
ン
ス
ヘ
の
取
り
付
け
も
完
了
し
、〈フ
後
長

く
交
通
安
全
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、〈フ
年
は
コ
ミ
塁

〓
ア
ィ
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
２
９
９
名
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。集

計
結
果
は
後
日
報
告
い
た
し
ま
す
。

気 t,

Ｌ

Ｚ

”

地域社会の皆様と共に
丸亀市綾歌町栗熊東

TEL 08フ 7‐86‐3666

きもの とイ静

◎株あ
丸亀市飯山町下法軍寺691-6

oo0120日 0フロ8848
9:30～ 19:00 火曜日定休

http://www hayashiya― group com/

決JA否川呈
飯山支店

TEL 0877-98-3263
FAX 0877‐ 98‐6995

丸亀市飯山町下法軍寺545-1
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ど
あ
ん
，な
い

保
健
師
の
健
康
相
談

（申
込
不
要
）

【内
容
】
骨
密
度
測
定
エ

検
尿

【日
時
】
１２
月
檸
国
（水
）

９
時
３０
分
～
１１

【場
所
】第
２
会
議
室

【間
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

人
権
講
座

【日
時
】
１２
月
３
日
（水
）

４０
時
～
１１
時

【テ
ー
マ
】他
人
事
じ
ゃ
な
く
て
自
分
事

「日
常
の
あ
た
り
ま
え
を
見
直
そ
う
」

【講
師
】丸
亀
市
人
権
課
　
江
川
寿
英
さ
ん

【場
所
】多
目
的
室

生

一尭

”マ
嘲
肖
ク

ラ

ブ

ねヽ
じ
よ
も
太
鼓

お
じ
よ
も
太
鼓
は
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
健
全
な
育
成
と
地
域
活
性
を
願
い
、結

成
さ
れ
ま
し
た
。小
学
生
、中
学
生
が

一
緒

に
楽
し
く
、時
に
厳
し
く
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【日
時
】毎
週
金
曜
日

（小
学
生
）
１９
時
～
２０
時

（中
学
生
）
２０
時
～
２‐
時

【場
所
】多
目
的
室
１

【指
導
者
】鹿
庭

仲
二

【会
費
】１
，０
０
０
円
／
月

【申
込
・間
〈里
香
川

沙
織

交
通
安
全
教
室

【日
時
】
１２
月
５
日
（金
）

９
時
３０
分
～
１１
時

【内
容
▼
交
通
安
全
教
育
車
「ま
な
ぶ
ち
ゃ
ん
」

に
よ
る
体
験
学
習

。
現
地
講
習
会

【場
所
】多
目
的
室
お
よ
び
現
地

【定
員
】
３０
名

地
区

一
斉
清
掃

管
内
の
環
境
美
化
推
進
運
動
に
よ
る
環
境

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【期
国
】
１２
月
７
日
（日
）

【場
所
】道
路
。川
・公
園
な
ど

自
治
会
内
の
区
域

生
涯
学
習
講
座

「正
月
寄
せ
植
え
語
座
」

【田
時
】
１２
月
２５
日
（木
）

４０
時
～
１１
時

【講
師
】
ふ
じ
み
園

【場
所
】多
目
的
室
　
【定
員
】
４０
名
（先
着
順
）

【参
加
費
】
２
，
２
０
０
円

【受
付
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
窓
□

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

守

一
‐―

一コ
「０
コ
Ｊ

〕
虫
●
コ

‐
Ｉ

学校花壇の植え替えと
ペア鉢活動

い

冑

こ丑箔広がる獅子舞ごつこの輪

留

飯山南
′Jヽ学校

渚動日:10月 16日 (木 )、 17日 (金 )

場所 :飯山南小学校

参加者 :児童・地域支援ボランティア・保護者・教職員

10月 16日 (木 )、緑化委員会

の児童 11名が地域学校支援ボ

ランテイアの方々と一緒に学校

花壇の植え替えとペア鉢の準備

を行いました。昨年に引き続き、

ボランティアさんのご支援を得て、色とりどりのパン

ジーやビオラを植えたり、鉢に上を入れて運んだりしまし

た。どの児童もいつも以上に意欲的に渚動し、豊かな交

流の時間となりました。1フ国 (金 )には全校でペア鉢渇

動を行いました。その翌朝からは、早速ペアで水やりをし

たり、花壇整備を自主的に行つた
'り

と全校みんなで大切

に世話をしています。今後は、心に潤いを添える素敵な花

壇や鉢植えへと児童と共に育つていくことと思います。

咲き誇る春の訪れを楽しみにしています。

こども園に国吉神

社と三谷神社の獅子舞が遊

びに来てくれました。すると
「あんな風にやつてみたい !」
「獅子を作ろう !」 と獅子舞に

興味をもつた子どもたち。友

達と一緒に前脚役と後ろ脚役に分かれて本物のように

操つて舞うことを楽しんだり「この子、お腹がすいているか

も…・」と獅子にご飯を作つて食べさせたり、愛情をもって

獅子に関わる姿が見られます。また、和太鼓や鐘のリズム

を友達と息を合わせながら鳴らしていると、その音色を聞

きつけ「なんだろう?」 と気になった年少児が見に行きまし

た。年長児は「一緒にやつてみる?」 と誘い、太鼓や鐘の鳴

らし方を教えたり、獅子舞を一緒にしたりして遊びの輪が

広がります。地域の伝統に触れたことがきっかけとなり、

獅子舞どつこが始まり、異年齢児との楽しい触れ合いの場

くくく Yeti 〉〉〉

とヽ ,'

エール

に緊がつています。
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

「食
べ
ら
れ
る
お
花
を
ど
う
ぞ
」

ケ
ー
キ
の
上

に
四
季

折
々
の
お
花
を
飾
っ
て

い
ま
す
。

美
し
く
て
美
味
し
い
、

そ
ん
な
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
を
、
た
く
さ

ん
の
方
に
見
て
食
べ
て
い
た
だ
き
た
く
て
、

何
十
年
も
物
置
に
な
っ
て
い
た
古
民
家
を
、

約
半
年
か
け
て
知
り
合
い
の
大
工
さ
ん
と

二
人
で
リ
フ
オ
ー
ム
し
ま
し
た
。
販
売
は
も

ち
ろ
ん
、
店
内
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
あ
ん
バ
ダ
ー
ト
ー
ス
ト

セ
ッ
ト
に
は
、
ト
ー
ス

ト
の
上
に
月
替
わ
り

で
あ
ん
の
お
花
を
飾

り
、
畑
で
採
れ
た
野

菜
を
使
用
し
た
ス
ー

プ
や
サ
ラ
ダ
と
い
っ

し
ょ
に
提
供
し
て
お

り
ま
す
。

現
在

一
人
で
作
業
を
し
て
い
る
た
め
、

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
中
心

に
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
〈フ
後
は
ホ
ー
ル

ケ
ー
キ
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「も
っ
た
い
な
く
て

食
べ
ら
れ
な
い
」
そ

ん
な
言
葉
を
励
み

に
、
一∈
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
方
に
感
動

と
笑
顔
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｅ
２
み

盤
動
す

る

は
た
な
ん

一

ｏｌ
ｏ
ｒ
・１
（産胆
）

ュorl撃

こ
れ
食
べ
ら
れ
る
の
？

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
偶
然
見
か
け
た
お
花
の
ケ
ー

キ
。
〈フ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
美
し
さ
に
魅

了
さ
れ
、
毎
日
毎
日
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
検
索
し
て
は

美
し
い
お
花
を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
「
自
分
で
も
作
っ
て
み
た

い
！
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
憧

れ
の

ｂ

ｏ
ｎ
ｂ

ｏ
ｎ
ｓ
先
生
（池

福
南
先
生
）に

弟
子
入
り
し
た
こ
と
が
、
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー

ケ
ー
キ
（ア
ン
グ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
）
の
道

へ
と
進
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

よ
リ
リ
ア
ル
な
形
・色
に
な
る
よ
う
に
、
本

物
の
花
を
見
な
が
ら
何
度
も
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。
あ
ん
こ
が
固
す
ぎ
て
も
柔
ら
か
す

ぎ
て
も
絞
れ
な
い
。
色
素
の
調
合
も
難
し
く
、

一
つ
の
花
を
作
る
の
に
□
金
を
何
度
も
替
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
韓
国
発
祥
の
ア
ン
フ

ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
は
、本
来
、
ソ
ル
ギ
と
い
う
湿

式
米
粉
を
蒸
し
た
上
に
、白
あ
ん
を
天
然
色

素
で
色
付
け
し
た
お
花
を
飾
っ
た
ケ
ー
キ
の

こ
と
で
す
が
、
当
店
で
は
、
米
粉
の
シ
フ
オ
ン

あんフラワーのお店 iOri(l奄 )
店 主/宮武 美樹
飯山町上法軍寺1805

a85-5829
営業日寺間//8:OO-16:00
定 休 日/木・金曜日 10m_2硯巧.3.3

一用
」
油
だ

【
讃
留
霊
王
伝
承
ヂ
ン
∵
１
ズ
　
アヽモ，‐ユ
　
　
革乗
島
　
和
茂

環
講

《下
坂
神
社
》

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

◎
【下
坂
神
社
【シ
リ
ー
ズ
Ю
・２４
十
五
十
⑭
】

《ボ
・Ｌ伴
秤
洋
責
し
も
さ
か
じ
ん
じ
ゃ
）》

鎮

座

地
　
丸
亀
市
飯
山
町
大
字
川
原
４
１
４
番
地

蕪
本
　
　
神
　
大
気
都
比
賣
神
（お
お
げ
つ
ひ
め
の
か
み
）

神
社
由
緒
　
景
行
天
皇
の
御
宇
武
誠
王
（た
け
か
い
こ
お
う
）勅
を

奉
じ
て
南
海
の
賊
を
討
ち
、
後
留
つ
て
讃
岐
国
に
居

給
う
そ
の
臣
に
坂
本
公
と
云
う
在
り
。も
田
郷
を
賜
り

て
食
地
と
す
。
東
坂
元
、
西
坂
元
、川
原
、藁
時
の
四

村
こ
れ
な
り
。
坂
本
公
の
子
孫
世
々
本
郷
の
酋
長
と

な
り
、以
っ
て
大
気
都
比
賣
命
を
祭
り
祠
を
建
つ
と

云
う
。古
く
は
下
坂
位
大
明
神
と
禰
へ
ら
れ
氏
神
た

昨
随
身
門
か
ら
拝
殿
・南
向
き

参
考
文
献

「香
川
縣
神
社
誌
」
坂
粋

発
行
所
香
川
縣
神
職
會

昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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ふ
　
え
　
き

り
ゅ

つヽ
こ
う

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
展
望
す
る
（３
）

２
０
２
４
年
２
月
１
日
に
あ
る
小
学

校
の
研
究
発
表
会
で
興
味
深
い
研
究
授

業
を
観
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
学
習

内
容
は

「サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
の
渚
性
化

を
目
指
し
て
」
に
向
け
て
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
縦
割
リ
グ

ル
ー
プ

（１
年
～
６
年
生
が

一
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
活
動
）
で
行
わ
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、　
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

各
学
年
の
子
ど
も
が

一
人
ず

つ
い
て
、

６
人
編
成
で
同
じ
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ

不

易

流

行

の
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
学
習
を
進
め

る
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
１
年
生
に

と

っ
て
は
難
し
い
内
容
で
あ
る
た
め
、

常
に
６
年
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
１

年
生
の
様
子
を
詳
し
く
観
察
し
て
み
る

と
全
く
違

っ
て
い
た
。
１
年
生
も
自
分

な
り
に
テ
ー

マ
に
迫
る
取
り
組

み
が

黙
々
と
で
き
て
い
た
。
他
の
学
年
の
子

ど
も
も
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
印
象
的

で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
ど
の
子
ど
も
も

テ
ー
マ
解
決
の
た
め
の
見
通
し
が
し

っ

か
り
と
持
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

（三
谷
秀
樹
）



ス回―ガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷
。ヾ(1~no― seと。

「
地域づくり ,IR境保持 31去の郷公園
●まちライブラリー ら

'去

の郷食堂班 `活用班

'防
災 ●防犯・交通安全

⑤高齢者対策 10児重・子育て支援

Ⅲ,健康づくり推進事業 (3運動習慣づくり
lel食生活の改善 14″ bの健康づくり

G学校支援 16生涯学習
0地域づくり支援 la東」WII児童センター支援

。法の郷いきいきまつり●コミュニティだより、水―ムベージ
。コミュニテイセンターと法の郷公園

法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

警の劣平ぽ
づくり

守

コミュニテイがすすめている取り組みをお知らせします。

昭 女性部会

歌謡ショーと会食で長寿を祝う

「飯山南敬老会」

小雨降る初冬の11月 9日、飯山南敬老会が開催されました。対象者 (昭

和20年 12月 31日以前に出生の80歳以上、全668人 )のうち、自治会加入

世帯で、自治会長または本人・家族の申込があつた方 103名が参加しまし

た。

催しものは、ものまねダレント「五月晴れみどり」さんによる歌謡ショー。

参加者の青春時代に流行した懐かしの名曲・22曲を次々と披露し、あつと

いう間の1時間でした。
「おひまなら来てね」で幕を開け、美空ひばりの日日の流れの

ように」などメドレー5曲で締めくくり。歌とトークを織り交ぜ、

巧みな話術と軽快なステップで害席を回りながら、手拍子や

合唱に誘いました。外は小雨でしたが、会場は笑顔と歌声に包

まれ、まさに“五月晴れ"のような明るく温かなひとときとなり

ました。会食では、歌の話題や昔話に花が咲き、参加者同士の

交流がさらに深まりました。懐かしい思い出を語り合いなが

ら、心温まるひとときを過ごした敬老会でした。

命

鷲
洛
う
線
を

0魅力ある法の郷らしさ

0命と暮らしを守る安全安心

0ともに支え合い健やかに暮らす

0健 康とスホーツで元気いつばい

0“楽しい "が 見つかる子育てと文化

0市 民参加 情報まること発信

● ●●  ,
●  ‐■

か ノタ 0
磯
］

書

切つでも殉奪越

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに「ふれあい交流室だより』を掲載しています。
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心ヽ峯志け戴 菫

●じどせんのおねえさんといつしょ

12月はお休みです

●ライブラリーのおねえさんといつし

12月 17日 (水)10日寺30分～11時
Fお部屋の中でも楽しく』
～読み間かせとストロー飛行機作り～

●移動図書館車かめまる号

.送てマZド0分∀
12月 20日 (土 )
10日寺30分-11日寺30分
『お正月かざりを作ろう』

募集人数:10名 (予約制)

参 力□費:220円

●焼き菓子の販売 〔パン・焼き菓子工房らぼI
12月 20日 (土 )
1lB寺～ 11日寺45分

―ナメントを作ろう 1

ケ

端切れや小物で、

12月 10日 (水 ) 可愛いお正月の

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

フワリよく組ふ !

ス トローと紙で

作つた刑行機。

お部屋の中でも

楽しく膀べるよ !

●ふらつと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

●パンの販売【にじいろベーカリー】

12月 3日 (水 )
11時～ 碑 観

蝦

」曽

締切 り:12月 12日 (金 )

地元農家さんの新鮮野菜。

多肉植物・国用品など

●朝市・フリーマーケツト

12月 20日 (土 )
10日寺-12日寺

12月 18日 (木 )
9B寺 ヤ々10日寺

参力□費 i300円

活
　
用
　
班



食
ノ 綽床ゲ

ツト

,
干

0 宝赤|ゃた募集中
|す ヽ ぐ  ゙ 響 ●

きのこご飯
季節感あ/S、れる香りと旨味が特徴の

炊き込みご飯です。

宝
赤
ち
や
ん

健
康
ゲ
ツ

ト

フ
オ
|

力
ス

法
の
郷
人

■材料 (4人分 )

米 ………………………2合
生しいたけ……・ 40g
まいたけ………・ 40g
しめじ…………・ 40g
油揚げ…………… 20g
人参  ……………… 40g

酒 ……
みりん ―

しょうゆ

塩 ……
だし汁 …

大さじ1

大さじ1

刑ヽさじ1

……・2g
…2合分

④

|

■作り方

0米は洗ってザルに上げ、水気を切る。
②生しいたけは石づきをとって縦半分に切り、端から
5mm幅に切る。しめじは根元を切り落とし半分に切
り、ほぐす。油揚げ・人参は短冊切

')に
切る。

ルに②を入れ、⑥を加えて混ぜ、10分おく。
飯器の内釜に①の米と、2合の目盛までだ

ごと加え、普通に炊く。

全体に混ぜる。

大浦 重賞さん
063
東沖自治会

信条は終始―誠意。謙虚で温厚篤実な方です。

坂出郵便局に23年、仲南郵便局には局長として24
年の勤務。特に、転勤のない特定郵便局である仲南局

は、家族を思い自分が希望されたそうです。敬愛する

奥様や教え子の全国大会出場などにできるだけの援

助をしたり、娘さんの通う学校のPTA沼動をしたりと。
そして、仲南郵便局では、一人ひとりが働きやすい職

場づくりを。苦しいこともあったけれど、簡保旅行のお

世話や町民運動会への参加など、地元の人々との温

かい交流は宝物だと。この間、事業優績局として郵政

大臣表彰を受賞。

退職後は、南コミュニティの役員、王子神社や八坂

神社の総代、自治会長や老人グラブ役員などと地域に

も多大な貢献をされました。

92歳のI見在は、毎月のゴルフ仲間とのふれあいや、
三木町在住の娘さん家族に会いに行くのを楽しみにし

ているそうです。

●対象苦

飯山南地区在住で、

満3歳までのお子さん

0応募できる方
お子さんの父母または養育者
●お中じムみゲ,法
誕生月の前月1日まてlこ、件名を十空赤ちゃん|

とし、下記の必要事項をご記入のうえ、
メールまたは窓ロヘご持参くはきtち

●必要手「頂
'お子さんの氏名 6、りがな)、
性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先
●応テメメールアドレス

図 hannan,c@mf.pikara.ne.ip

ベストショット

待ってま～す♪

暦◇危鰺愚∵!ほ ―

女性部会
No.

コミュニティの行事

には様々な団体の皆

さんが協力していま

す。そんな団体の一つ

に『女性部会』がありま

す。少し前まで『婦人

会』と呼ばれていまし

た。 この婦人会という名称は全国的になくなりつつあ
るようです。生渚様式の変化や男女共同参画社会が進

んで女性の社会進出が進んだからかもしれません。

飯山南地区では女性部会と名称を変えコミュニティの

敬老会を始め様々な活動に取り組んでいます。今年も敬

老会は11月 9日に催されご高齢の方マに喜んでいただ

けました。敬老会の企画や招待状作り、当日もご高齢の

方々へのきめ細かなお世話が印象的でした。

女性部会のメンバーは13人、各自治会から選出され、

敬老会の他にもいきいきまつりでの「お米の手ばかり」

や、/S、

|| 1拌  :   ,||

注

Iユ ′

墨歯罰夫くた 3歳 鮎糸鉄圭くん1歳8与 |

I世
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9ド£ ，〕
ぜ んたト rノ

m

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
は
低
温

・
乾

燥
に
よ

っ
て
ウ
イ
ル

ス
が
生
き
延
び
や
す

い
環
境

に
な

り
ま

す
。
そ
の
た
め
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
風
邪
が
流

行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
乾
燥
は
空

気
の
通
り
道
で
あ
る
気
管
支
粘
膜
の

機
能
を
弱
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
体

の
水
分
量
を
保

つ
こ
と
で
、
粘
膜
の

機
能
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冬
場
は
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
で

す
が
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

生
活
だ
よ
り

|

|

十

イ
|

|十

1イ

競
輪
と
オ
ー
ト

レ
ー
ス
の
補
助
事

業
と
し
て
公
益
財

団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
様

か

ら

助

成

を
受

け
、
福
祉
車
両
を

導
入
し
ま
し
た
。

車
椅
子
仕
様
の
特

別
装
備
に
よ
り
、

安
心
で
安
全
な
送

迎
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

な
ら
わ
し
？
し
き
た
り
？

「み
ん
な
が
言

っ
て
る
か
ら
」

「昔
か

ら
し
て
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
従

っ

て
し
ま
う
…
。
こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

迷
信
や
慣
習
、
偏
見
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
科
学
的

Å
□
理
的
な
も
の
の

見
方

。
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

・ノ淳
γ
彬
ｋ
代
無
氏

新
た
な
年
の
初
め
に
、み
ん
な
で
地
域
の
氏

神
様
へ
お
参
り
と
、大
窪
池
で
初
日
の
出
を
拝

み
ま
せ
ん
か
。

【日
時
ズ
「
利
８
年
１
月
１
日

午
前
６
時
３。
分
集
合
　
Ъ
分
出
発

小
雨
決
行

【場
所
】
コ
ミ
呈

一テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

【行
程
】
４
社
（王
子
神
社
・八
幡
神
社
・八
坂

神
社
・讃
留
霊
王
神
社
）
巡
り
と
大
窪

池
く

⊂
来
光
（約
５
Ｋ
ｍ
）

＊
八
幡
神
社
で
は
「御
神
酒
〓
稲
穂
付
き
お

札
」
、
八
坂
神
社
で
は
「甘
酒
〓
を
け
ら
」
、

セ
ン
ダ
ー
で
は
「ぜ
ん
ざ
い
」
の
ふ
る
ま

い
が
あ
り
ま
す
。

【参
加
費
】
１
０
０
円
（保
険
料
）

【間
合
・申
込
】
型

■ヽ
≡
ア
ィ
セ
ン

増
え
続
け
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資

・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
！

令
和
フ
年
９
月
末
現
在
の
県
下
に
お
け

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資

・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被

害
認
知
件
数
は
２
３
３
件
で
、被
害
総
額
は

‐６
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
、被
害
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
方
の
意
識
に
つ
い
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、約
フ
割
の
方
が
詐
欺
に
つ
い
て

○
被
害
に
あ
わ
な
い
。

○
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

と
い
う
意
識
で
し
た
。

詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

◎
「私
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ
な
い
こ
と

◎
相
手
の
話
を
不
審
に
感
じ
た
時
は
、

家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
。

が
大
切
で
す
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
ａ
２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
ａ
♯
９
１
１
０

紫
交
番
だ
よ
鐵
観愁

「石膏の入れ物に色付けしよう」(要申込)
14日 (日 )。中えほんダイム

18日 (木)・・・ツボ押しと体操

:オ酬 Iε豊饉蕎躍 がゃってくる
25日 (木 )・・・トライアングル《子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんばば」と共催)
27日 (土 )・・・ファンタジー《創作紙芝居》
28日 (日 )・…児童センダーをきれいにしよう

●年末年始の休館日:12月 29日 (月 )～ 1月 3日 (土 )

13日 (土)・・・ハンドメイド《グラフト教室》

洋

`

欝

ー

111日11!''P

202S Decem♭tr

【1月初めの行事】
5日 (月 )。中ピカピカデー

8日 (木)中●親子体操
10日 (土)・・・図書館うさぎ

1日 (月 )・…ピカピカデー

4日 (木)・・・親子体操
10日 (水)。・・避難・消火訓練 ■

■
　
　
　
一
一

障
害
者
支
援
施
設

香
川
県
ふ
じ
み
園

元
旦
４
社
め
ぐ
り

お
め
で
と
う
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
６
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ω
帽載ページ

お
′ヾンの日

叫
かめまる号

'E=青パト巡回日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

>E=

凸

17●

186 ・ ふらっとTeadme ω

凸 >E=  19o ・ 介護予防のための体操教室

20o ・ 法ちゃんくらぶ ω
・ 朝市・フリーマーケットロ

210 ●にじいろカフェ紅山

2213 休館自

23●

240 ・ ももっこ広場

250 ・ 正月寄せ植え講座 ω

Lw】E=    26(9

270 ●コミュニティセンター大掃除 >E=

28〔〕・ 仕事納め >E宝

2913

30● ・ 年末年始の休館日
～1/3まで

310
2026

1/1電)・元旦4社めぐりおめでとうウォーク廻砂

httpsi//hannan‐cttnet/

●ライブラリーのおねえさんといつしよ0
・ 健康相談ω

10 休館日
・ あいさつ運動 (文化育成部)

2●

30 ・ 人権講座ω

4●

50 ・ 交通安全教室・現地語習会D

60

フ0 ・ 地区一斉清掃 0

80 休館日

9●

100

11●

120

130

輔40 ・ 健康ウォーク・ペタング

150 休館日

16●

〔発行・編集〕

飯山南コミュニティ広報委員会

'E=

１１
月
１６
国
に
行
わ
れ
た
東
小
川
地
区
防
災

訓
練
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

私
が
特
に
注
目
し
た
の
は
、日
本
赤
十
字
社

香
川
県
支
部
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
で
す
。
当
日

は
嘉
藤
さ
ん
を
含
む
３
名
の
指
導
員
が
来
所

し
ヽ
‐６
台
も
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
意
し
て
、
一
ムロ
に
つ

き
３
～
４
名
ず
つ
が
実
際
に
操
作
を
体
験
し
ま

し
た
。
ま
ず
行
っ
た
の
は

一
次
救
命
処
置
の
基

本
と
な
る
胸
骨
圧
迫
で
す
。
「強
く
。速
く
。絶
え

間
な
く
」を
合
言
葉
に
、救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
圧
迫
を
続
け
る
大
変
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

３０
回
も
押
す
と
腕
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
、

次
の
人
に
す
ぐ
交
代
す
る
必
要
性
を
実
感
す
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
で
は
、
市電
源
を
入

れ
て
音
声
ガ
イ
ド
に
従
う
こ
と
、
そ
し
て
電
極

パ
ッ
ド
を
心
臓
を
挟
む
位
置
に
正
し
く
貼
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
一晃
藤
さ
ん
は
胸
に
赤
い
心

臓
と
ろ
っ
骨
が
描
か
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、

パ
ツ
ド
の
位
置
を
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
解

説
。
参
加
者
は
真
剣
な
面
持
ち
で
見
守
り
、操

作
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。
体
験
を
通

じ
て
、誰
も
が
救
命
の
担
い
手
に
な
れ
る
と
い
う

意
識
が
高
ま
っ
た
有
意
義
な
訓
練
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（文
責
　
進
　
和
彦
）

回

■
飯山南コミュニティセンダー

〒762-O084 丸亀市飯山町上法軍寺 1010-l Te卜 Fax 08フア‐98-2200

石、れ力しlブ¬レンダー 12月

令不:]戸 [十

(|'「 ‖|1111(イ 、 11)′ ドゝ

一
次
救
命
処
置

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
法

地
域
の
様
子

飯山南コミュニティ協議会 ヽ
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